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『ユ リ シ ー ズ 』 に お け る
ス テ ィー ヴ ン ・デ ィー ダ ラ ス
永 原 和 夫
"IntangiblePhantoms"(P・75)を追 い求めなが ら,家 庭に貧困 と混舌し
教会に卑俗 と堕落,国 家に腐敗 と裏切 りのみ を見 てつ ぎつ ぎに これ らを否定
したあげ く,自 己の内面に芸術,自 由,人 生の名で呼ばれ る それ らしきも
のを発見 したつ も りでい るAPortvaitoftheArtistasaYoungManの
StePhenDedalusに人気があ って,彼 が見 たものが 幻にす ぎないこ とを知
って,罪 と孤独の不安に さいな まれ なが ら内の世界 と外 の世 界 とを調和 させ
よ うとしてい るUlyssesのステ ィーヴン ・デ ィーダラスに人気がないのは,
幻想は楽 しく,真 実は退屈 だか らなのだ ろ うか。 この作品 の 新 しい 主人公
LeoPoldBloomに比べ ると彼は確かに魅 力に乏 しい。 しか し,も し彼 に人
間 の実存 的二重性 に関す る意識が な く肉体 を持 たない精神の権 化であった な
らば,彼 の緊迫 した内的相克 も辛辣 なアイ ロニーもな く,よ り 明 るい単純 な
人物にな っていたろ う。
ステ ィー ヴン を 流 行お くれ のRomanticmelancholyを演 じる鼻 もちな
くり
らな い"poet"とみなす説 に先鞭をつけたのはWyndhamLewisであ る。
彼は本書冒頭 の ステ ィー ヴン の 暗い憂欝 と倦怠感 とに 我慢 な らなか ったの
だ。 鋭 敏 ではあ るがJoyceに対 す る敵意 で歪め られた この ロマン的敗北者
説は,ま だ根 づ よい支持を得 てい る。 ル ーイスの意見 を極限 までつ きつ めて
ジ ェ イ ム ズ ・ジ ョイ ス の 作 品 か ら の 引 用 はAPortraitoftheArtistas
aYoun8Man,London;Heinemann,1%5はPで,Ulysses,NewYork;
RandomHouse,1961はUで 略 し本 文 に()の 中 に 入 れ て 示 し た .
(1)WyndhamLewis,TimeandVaesternMan,(Bos七 〇n,BeaconPress,1957)
pp.102-104.'
(80) 人 文 研 究 第52輯
ア クロバ ッ ト的な曲芸 を 演 じて 見せ たのはHughKennerであ る。 ケナ ー
はステ ィーヴソ ・デ ィーダラスを 『ユ リシーズ』 とい う唯物主 義の車輪 で踏
み しだかれ る路傍 の蝶 と考 えている。 ステ ィーヴンは 「煮て も焼 いて も食べ
く　ラ
られない バ イ ロン的人間」C`indigestiblyByronic")で,その人生 に対す
るShelley的反抗で芸術 の源 泉その ものを 枯渇 させて しま う ロマン主義 の
clichもか,せ いぜ い審美家にす ぎない と言 う。 『肖像』を物質のない精神,
rユリシーズ』 を精神 のない物質 とす る 視 点か ら 立 て られた この強 力な論理
はあな ど りがたい もので,そ の後 の多 くの批評家に影響を与 え るだけ の説得
力を持 っている。 この唯物主義 の祭壇に捧げ られ た生けにえを救 い出 し,ス
テ ィーヴンに 可能性 を認 めてや ったのはS.LGoldbergであ る。 ゴール ド
パ ーグはジ 望イスの アイロニーはケナ ーが考 え るよ うな破壊 的な もので はな
く,「共感的 な理解,な い しは愛 とさえ」言え るもので,「ステ ィーヴンの未
熟 さが完壁に描かれ ているか らとい って,彼 の芸術 家 と しての可能性 まで も
否定 されなければな らない理 由はない」 とそのTheClassicalTemPerで述
(3)
べ ている。 この理を尽 した批評的 立論 はステ ィーヴンを捨て きれ ないで いる
読者たちを安心 させ,種 々改正 を加 え られ なが らも根 づ よ く生 き残 っている
ジ ョイスー ステ ィーヴン同視説に まで誤 って取 り入れ られ てい る。
確かにステ ィーヴンは 自尊 心が強 く,孤 独で,憂 欝 と倦怠 に と りつかれ,
しば しば 自己憐欄 におちいる ロマンチス トの弱 さと,い や らしさをふんだん
に持 ってい るが,ジ ョイヌがかつての 自画像 を着 ふる した シ ャジの よ うに捨
てきれ ないでい るの も事実だ。 また 『ユ リシ ーズ』の ステ ィーヴン ・デ ィー
ダラスが 『肖像』 の同名者 と比べ 成熟 してい るの も疑 えない。 彼は 自分を観
くの
察 す る こ と を 覚 え て い る 。 し か し,ゴ ー ル ドバ ー グ の 「芸 術 家 成 就 説 」 の 弱
点 は,ジnイ ス が す で に 卒 業 したAristotleに あ ま りに 執 着 しす ぎ て い る と
(2)HughKenner,Dublin's∫oツce,(London,Chatto&Windus,1955)P.132.
(3)S.L.Goldberg,TheClassicalTemper,(London,Chatto&Windus,1961)
p.110.
(4)筆者 は この用 語 を 川 口喬 一・,r現代 イ ギ リス 小 説 』,(開拓 社,昭 和44年)p.203
か ら借 りた,本 書pp.192-216には 『肖像 』 の ス テ ィーtヴソ ・デ ィー ダ ラ ス に
関す る さ まざ ま な解 釈 が 手 ぎわ よ くま とめ られ て い る.
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ころにあ る。 ア リス トテ レスの形而上学の要諦 をなす のは,ゴ ール ドバ ーグ
が認 めている ように,自 然学 のそれ と同 じく,『ユ リシ ーズ』でステ ィーヴン
が"movement"(U・25)一この原語 はステ ィーヴンが 彼の美学 でstasis
'と対立 させたKinδsisである一一 とい う訳語 を使 う運動 の概 念である。 ア リ
ス トテ レスは形相 と資料 との関係 を,現 実性 と可能性 との関係 と見 て,運 動
の概念に よって これ らを統一 しようとした。彼に とって運動 とは可能性 か ら
現実性へ の過程 を意味 した,し か し自己 の実現す るものは元来 自己が可能的
に あった もの と同 じであ る と したな ら,そ こにはなん ら矛 盾 とい うものはな
く,真 の発展 もない。われわれの生 を植物的生成 と見 るのな ら話は別だが,
人生はその よ うな内在的 な連続的 な発展 である ことがで きない。 ゴール ドバ
ーグがKineticな衝 動か ら解放 され,客観的に 自己を認識す るところか ら詩
くの
が 自ず と生 まれ る とす る"stasis"の境位 は,ア リス トテ レスの 「不動の動
者」,〆自己の永遠な る観照を享楽す る 神 と同 じではないか。 ゴール ドバ ーグ
の言 う詩人 とは,結 局,彼 の意に背 して,質 料を完全 に排除 した純粋 な る形
相 とい うことにな って しまい,『 肖像』 の美学理 論に逆 もど りす る。 そ こで
は欲 望や秩序感をみだす抑制 しえない感情を意識か ら厳 しく遠 ざけ られてい
る。資料 ない しは物体を離 れ,つ いでに感性 まで も捨て しまえば,想 像力は
いた るところに 自己 の反映を見 ることが できる。 もはや 内 と外 とをへだて る
ものが なに もないのだか ら一一"Hisownimagetoamanwiththatqueer
thinggeniusisthestandardofaUexperience"(U.195)。
もちろん,ゴ ール ドバ ーグが ステ ィー ヴンの成熟 の行 きつ く果てに見 てい
る姿 は この ような ものではない。それな らケナ ーの高慢 でひ と りよが りな青
年 と変 りない。 ゴール ドバ ■・一・グ は ステ ィーヴンがBerkley的な主我的観 念
くの
論 者 で あ る とす るT.Noonの 告 発 に,ス テ ィー ヴ ン は け して 現 実 を 捨 て い
な い と答 え て い る。"Holdtothenow,thehere,throughwhichallfuture
(5)τ 乃θClassicalTθ〃zメ)er,pp.91,94.
(6)WilliamT。Noon,ノoッ6θandAguinas,(NewHaven,YaleUniv.Press,
1957)p.117.
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plungestothepast"(U.186)とい うステ ィー ヴン の 独 白が なに よ りも
雄弁 にその ことを述べ ている。 ゴール ドバ ーグの矛盾は,ア リス トテ レスが
Platoの二元論を克服 していなか った ことを十分に考察 していない ところに
・ある。 そ してステ ィー ヴンには ア リス トテ レスに 引かれ る理 由があ る。 な
ぜ な ら彼は精神 と肉体 に引 き裂かれてい るか らだ。かつ て彼は肉体の犠牲 に
おいて精神 の高揚を勝 ち取 ったつ も りでいた。それ が幻想 にす ぎない ことを
知 ったい ま,肉 体の要 求を否定 し得 な くな ってい る。 肉体 は精神に反逆 し,
精神 は肉体を嫌悪す る。精神 の満足 は肉体の渇 きを癒す ことが で きない。 こ
の形 而上学的 デ ィレンマが,ス テ ィーヴンを扱 う 『ユ リシーズ』 の最初の三
章 で見事 に描かれてい る彼の感情 と思惟の二律背反 とその悩み の原因 のすべ
てなのだ。そ してステ ィー ヴンの格闘 が見ば えが しないのは,理 想を求めて
雄 々 しく肉体や物質に反抗す ることではな く,理 想 を実現す るために肉体や
物質に沈潜す ることを要 求 されてい るか らである。
『ユ リシ ーズ』におけ るステ ィーヴン ・デ ィーダ ラスの最 も一 般的 な状況
は,彼 に与 え られた 子を表 わす 三つ の 象徴一 父の不在に 苦 しむTelema-
chus,母の愛 と庇護を奪 われ たHamlet,Deadalusの真似を して天界の音楽
へ舞 い上 が り翼の蝋が融けて海 に落 ちたIcalus-一で示 め され てい る。
ステ ィー ヴンは 彼の家 の父,社 会 の父,教 会 の父を否 定 し,あ らゆ る価
値が相対 す る 存 在の不確性,人 生 の虚無感に 陥 ってい る,"thechurchis
founded_liketheworld,macro-andmicrocosm,uponthevoid.Upon
incertitude,uponunlikelihood"(U.207)。だが彼はHainesが考 えてい
るよ うな"ahorribleexampleoffreethought"(U.20)ではない。 こ
れ らの父の否定 はそれ らの理想に代 る理想のために否定 され たのではなか っ
た。む しろそれ らが理想か ら離れ て,貧 困に よる混乱 と無秩 序,不 信 に よる
裏切 りと腐敗,世 俗化 による堕落 と形式主義 とに陥 ってい るか ら否定 された
のだ。 彼は疑問を いだかずに依存 しうる神,ま た は精神的で道徳的 な伝統,
ない しは文学 の よ うな文化的 な営みが仕えなければ な らない絶対的な善,超
人的な原理 といった,人 生にそ の根拠 と意味を与え る,父 で象徴 され る世界
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観の不在に悩んでい る。 『ユ リシe-'・ズ』 自体が"void…incertitude…un-
likelihood"の世界,も うひ とつのTheM7asteLandであ ることは紛 もない
事実 だ。
ステ ィーヴン と 同 じ"hyperborean"(U.5)であ るMulliganが放逸 に
よってその虚無感を麻痺 させ,自 己 自身 を 忘れ よ うとす るのに 対 して,彼
はそ の中で 自己 自身 であろ うとす る。 「神がないな ら何 を して もよい」 とか
あ とは 野 となれ 山 となれ とかい う虚 無の上 で,彼 はあ くまで も 自己 自身 に
誠実 であろ うとす る。神 なきあ とに,如 何に した ら自己 自身 を義認 し得 るか
とい う道 を,彼 は求めかつ実験 してい るのだ。そ こに彼の気高 さ,誇 りの高
さ,真 摯 さがあ るのだ。 バ ック ・マ リガンに とって これ はいや味 で,途 方 も 、
ない ことだ。彼は蚤にたか られ,誰 が履 いたか分 らない靴 を履 きなが ら,あ
くまで も自己の生を実現 しよ うと してい るステ ィーヴンを,い つ もの ように
笑い物 に して"'o,shadeofKinchtheelder!Japhetinsearchofafa-
ther!"(U.18)と言 う。 マ リガ ソの ことばは 絶 えず淫 らで冒濱的だが,常
に半分 の真実があ る。 ステ ィーヴンは父 の もとで生 き られ ないが,父 な しで
も生 き られ ないのだ。
ステ ィーヴソの父の否定 と母(MrsDedulus,聖母,母 国)へ の異常 な愛
着に は,最 近 のFreud派 批評家がOedipuscomplexと診断す るような も
(7)
の が あ る 。 ス テ ィ ー ヴ ソ の 一 番 最 初 の 記 億 は ま っ た く 当 然 な が ら彼 の 両 親 と
関 わ り 合 い を 持 っ て い る 。 そ し て 彼 の 母 が ど ん な 人 よ り も 大 事 な 人 だ っ た 。
"Hismotherhadanicersmellthanhisfather"(P
.3).``Hismother
hadtoldhimnottospeakwiththeroughboysintheCollege.Nice
mother!"(P・5)・ 彼 が 母 を 愛 す る の は,母 に 依 存 して い れ ば 必 要 と す る と
き に は い つ で も 避 難 場,聖 域 と し て 役 立 つ か らだ ら た 。 彼 は 代 償 的 な 義 務 を
(7)cf.MarkShechner,loycein2>i8httown/A.1'SycholoanalyticInguir夕
in彦o``乙「1:ソ55θ5,"(Berhleニソ,σ%il/er5i彦ごソ(ゾCalifomia1)ress,1974)ノ∫a〃zes∫oツce
QuarterlyVol.13,Number3,Spring1976.後者 は 心 理 学 特 集 号 で,そ の 中
で もsheldonBrivic,"JoyceinProgress;AFreudianview",PP.306-327
を参 照 され た い.
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押 しつけずに母が 自分だけを愛 して くれ ることを望んだ。母は彼を無条件に
愛 し,芸術の問題に悩む とき,安 心を与えてくれた。いつ まで も母の中で自
由で安 らぎを得ていたいとい う気持が,他 方で 自分が母親の濫の中か ら逃れ
られないことを恨みなが ら,彼女を最 も傷つけるところに痛手を与 えて,つ
まり彼女の素朴なカ トリックの信仰をこれ見 よが しに足げに して,母 の愛を
試すはめになった。母の愛に対す る無限の要求 と芸術家 としての自我の同一
性をかけた背信 とに板ばさみになって,ス テ ィーヴンは母の臨終の場で身動
きができなかった。 母の最後の願いの拒絶は,Oedipuscomplexからの解
放を上 まわる罪の意識を彼に植つけた。
Herglazingeyes,staringoutofdeath,toshakeandbendmy
souLOnmealone.Theghostcandletolightheragony.Ghostly
lightonthetorturedface.Herhoarseloudbreathrattlingin
horror,whileallprayedontheirknees.Hereyesonmetostrike
medown.Liliatam彦 ゴ1傭伽 物teconfe∬orum彦urmaciroumdet:iubilan-
tium'β 吻ginumcゐorusexcipiat.
Ghoul!Chewerofcorpses!
Nomother.Letmebeandletmelive,(U.10)
こ の 生 の要 求 と対 を な す,ゴ シ ッ ク調 の 恐 怖 に 色 ど られ た 罪 の 意 識 は,そ れ
を 表 わ す"Agenbiteofinwit"(U・17)とい う 中 世 英 語 と と も に ス テ ィー
ヴ ン の 意 識 に 何 度 も現 わ れ て,彼 の 母 が 墓 か ら出 て くる"Circe",挿話 の メ
ロ ドラ マ 的 な 場 面 で 頂 点 に 達 す る。"Allmustgothroughit,Stephen…
YearsandyearsIIovedyou,Omyson,myfirstborn,whenyoulay
inmywomb"(U.580-581).
『肖 像 』 で は ス テ ィー ヴ ン の 母 を は じめ そ こに 登 場 す る 多 くの 女 性 が 聖 母
の イ メ ー ジ と重 な り合 っ て い る 。 も し これ が 聖 母 崇 拝 の か た ち で 語 られ る感
情 な ら,ジ 玄 イ ス の 場 合,そ れ は エ ベ ソ ス の 「マ リ アの 二 重 教 会 」 が ア ル テ
ミス の 神 殿 の 裏 山 に 建 て られ,そ の ア ル テ ミス が 実 は ギ リシ ア神 話 の 狩 猟 を
司 る 貞 潔 な 処 女 で は な くて,お そ ら く ア ジ ア起 源 の 無 数 の 乳 房 を 持 つ 豊 饒 の
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大地母神の姿を している らしい。 ジ ョイス に は アイル ラン ド 自体を抑圧 的
で また 抑圧 され た 母 と考 える ところがあ る。 また 彼が興奮 している時,妻
Noraと母国の霊を 同視す ることが よ くあ る。 特 に ノーラが 母親的な役にあ
る時にそれが著 しい。'ら
OtakemeintoyoursoulofsoulsandthenIwillbecomeindeed
thepoetofmyrace.Ifeelthis,Nora,asIwriteit.Mybody
soonwillpenetrateyours,Othatmysoulcouldtoo!OthatI
couldnestleinyourwomblikeachildbornofyourfleshand
blood._(8)
別 の 手 紙 で ジ ョ イ ス は 彼 女 を"mylove,mystar,mylittlestrange-eyed
Ireland"と呼 び,彼 女 の イ メ ー ジ を"thebeautyanddoomoftherace
くの
ofwhomIamachild"に見 ている。 こ うして彼が妻 ノーラを通 して見 て
い る大地母神像 は 『ユ リシ ーズ』 のMollyBloomから,FinnegansWake
のAnnaLiviaPlurabelleへと発展 してい くのであ る。
しか し,『ユ リシ ーズ』 のステ ィーヴンはジ ョイスではない。 彼嫉現実 と
出会 い,生 を実現す ることを望み なが ら,成 熟 とは母親 の喪失を確認す るこ
とだ とい うのに,こ の二十二歳の青年 は まだ母親 のイ メージに しがみつ いて
いるのであ る。 彼が住 んでい る マーテ ロ塔に は"omPhalos"(U.17)がつ
いているのだ。成熟す る とは,喪 失感 の空洞 のなかに湧 いて来 る罪悪感をひ
きうけ ることである。実はそ こに しか母に拒 まれ,母 の崩壊 を体験 した もの
が 自由を回復す る道 はない。 ステ ィーヴンが彼の悪を客観化 しえないのは,
かつての美学理論が現実を処理 で きないのを知 っていなが ら(ス テ ィー ヴン
は"ScyllaandCharybdis"挿話で よ り成熟 した作家論 を展 開 してい る),
まだあの聖母 のイ メージが重 な り合 う性を超越 している とい う意味で純潔 な
美神 豫にあ こがれ ているか らか も知れ ない。
(8)L・ettertoNoraBernacle(Sept.5,1909),LettersげノamesJayce,Vo1.11,
ed.RichardEllmann,(London,1966)p.248。
(9)LettertoNoraBernacle(Nov.9,1909),Ibid,,p.267,
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だ が,母 殺 しの 罪 を 犯 した 彼 は す で に 汚 れ た 者 で あ り,Deadalusを真 似
て天 界 の 音 楽 に 舞 い 上 が り翼 の 蝋 が 融 け て 海 に 落 ち たIcarus・,"Seabedab-
bled,fallen,weltering.Lapingyouare"(U.210)なの だ 。 彼 の ハ ン ケ
チ まで 母 の 康 燗 した 肝 臓 か ら吐 き下 した"thegreenslu99ishbile"(U・5)
で 汚 れ て い る,"-Thebard'snoserag.AnewartcolourforourIrish-
poets:snotgreen"(U.5).彼は 母 の 亡 霊 に お び え て い る よ うに 海 を 恐 れ て
い る 。 最 後 に 入 浴 した の は 八 ケ 月 前 の こ とだ 。 『ユ リシ ー ズ 』 を 通 じ海 は 経
験 の 無 秩 序 な 流 動,原 要 素 の 象 徴 と して 描 か れ て い る。 溺 死 は 感 覚 へ の 盲 目
的 な 没 入,官 能 の 圧 倒 的 な 流 れ の 中 で の 精 神 の 死 を 意 味 す る。 精 神 の 自 由 を
求 め る 彼 は な に よ り も溺 死 を 恐 れ る。"Themanthatwasdrownednine
daysagooffMaiden'srock_Iwanthislifestilltobehis,mine ,to
bemine.Adrowningman.且ishumaneyesscreamtomeoutof
horrorofhisdeath.1_Withhimtogetherdown_Icouldnotsave
her.Waters:bitterdeath:lost"(U.45-46).この 溺 死 者 は ア イ ル ラ ン ド
と い う現 実 の 海 に 押 し流 され 埋 没 して しま う彼 の 恐 怖 を 現 わ して い る 。 現 実
に 目 を 閉 じて も他 人 は お ろ か 自分 の 生 の 救 い に な る も の で な い,永 遠 不 朽 の
詩 が 生 ま れ る わ け で も な い 。 も し ス テ ィ ー ヴ ンがShakespeareのよ うな 作
家 に な れ る と した な ら,彼 が 否 応 な しに 引 受 け な け れ ば な らな い の は 不 自
由 な,汚 れ た 生 に ほ か な らな い こ と を 認 め,自 分 の 人 生 の 悲 惨 だ け で な く
"hislife"の悲 惨 も理 解 す る こ とか らは じめ な くて は な らな い
。
父 と母 に 対 す る ス テ ィ ー ヴ ン のambivalentな感 情 と 同 じ も の を ア イ ル
ラ ン ドに 関 して も 見 る こ とが で き る,『 肖像 』 で 彼 は ア イ ル ラ ソ ドを"old
sowwhoeatsherfarrow"(P.188)と痛 罵 して い た が,彼 はDavinが 言
っ て い た よ うに 本 質 的 に ア イ ル ラ ン ド人 で あ る 。 朝 マ ・ーテ ロ塔 に 現 わ れ る ミ
ル ク売 りの 老 婆,t`Si!kofthekineandpooroldwoman"が"hercon-
queror〔ヘ イ ン ズ〕andhergaybetrayer〔マ リガ ン〕"(U.14)に 頭 を 下
げ,彼 女 の 王 に して 祭 主 で あ る詩 人 を 無 視 す る の に,ス テ ィ ー ヴ ソ は 我 慢 な
らな い の だ 。(何 た る高 慢 。)彼 は 自分 が ア イ ル ラ ン ド人 で あ る こ と に 宿 命 的
『ユ リシ ー ズ』 に おけ る ス テ ィー ヴ ソ ・デ ィー ダ ラ ス(永 原) (87)
な 負 い 目 を 感 じ て い る よ う だ 。 イ ギ リ ス 人 の ヘ イ ソ ズ か ら煙 草 一 本 も ら う の
に も 屈 辱 を 感 じ る の で あ る 。 ヘ イ ン ズ が ス テ ィ ー ヴ ン に 向 っ て,"Youare
yourownmaster"だ と 言 う と,彼 は"Iamthe .servantoftwomas-
ters","TheimperialBritishState_andtheholyRomancatholic
andaPostoliccburch"(U.20)と答え る。ス テ ィーヴンは この二人 の主人
の どち らに も仕え るつ もりはないが,他 国者が アイル ラン ドを侮辱す るのを
黙視す ることはで きない。t`Nestor"の挿話で,オ レンジ党員のDeasy校
長が辻棲の合わない政 治談議を は じめ ると,ス テ ィーヴソに彼を アイルラン
ドとアイル ラン ド運動に しば りつけ てい る絆 を彼が断 ち切 りかねてい る反応
を引 き起す。 彼は 自分 ではあか ら様 に拒否 している 教会 と国家を攻 撃す るの
に,こ の馬を愛す る老 オ レンジ党員 を どう して も加 える ことがで きないので
あ る。
この第二章 は彼の状況 の歴史的な意義 を取 りあげ ている。最初に この章 は
ステ ィーヴンのか つての``victory"に関す るわれわれ の,そ して彼の感慨
を明確にす る。彼 の 「勝利」 は破壊的で はあ ったが,Pyrrhusのそれ の よ う
に決定的ではなか った。 ステ ィーヴンは過去を嫌悪 し,過 去 を恐れ ている。
時 は"thesameroomandhouf,thesamewisdom._Threenoosesround
mehere"(U.30)をもって,ユ ダヤ人 の反復的 な経験 を もってそれ 自体 を
繰返 しているにす ぎな く思 える。
Timesurelywouldscatterall.Ahoardheapedbytheroadside:
plunderedandpassedon.Theireyesknewtheyearsofwandering
and,patient,knewthedishonoursoftheirflesh.
-Whohasnot?Stephensaid.(U.34)
つ ま り``historywasataleIikeanyothertoooftenheard"(U.25)
な の だ 。 す べ て が 歴 史 の パ タ ー ン に 絶 望 的 に 閉 じ こ め ら れ て い る よ う に 思 え
る 。``thedeaPtmightofHimthatwalke4theωaves"(U.26)はス テ ィ 一ー
ヴ ン に は 存 在 しな い 。 彼 は 彼 が エ リサ ベ ス 朝 に 見 た と 同 じ 悲 惨 しか 現 代 に
見 る こ と が で き な し))"anageofexhaustedwhoredomgroPingforits
ノ
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90d"(U.206)。Lいつ の 時 代 も,JohnEglintonが言 う よ うに 」 何 の 変 化 も
希 望 も な くつ ぎ の 時 代 に 移 っ て い く と した ら,歴 史 は 一 つ の 悪 夢 の よ うな も
の に 違 い な い 。
History,Stephensaid,isanightmarefromwhichIam
tryingtoawake.
Fromtheplayfieldtheboysraisedas与out,Awhirringwhis-
tle:goal.Whatifthatnightmaregaveyouabackkick?
-ThewaysoftheCreatorarenotourways ,Mr.Deasysaid,
Allhistorymovestowardso皿egreatgoal,themanifestationof
God.
St・ph・nj・ ・k・dhi・thu甲bt・w・ ・dsth・wind・w,・aying・
一 一一ThatisGod .
Hooray!Ay!Whrrwhee!
-WhatlMr.Deasy、asked,
-AShoutinthestreet ,Stephenanswered,shrugginghis
shoulders.(U.34)
ステ ィーヴソの虚無主義 は ここで窮 まったか に思 える。父 を抹殺 し,母 に
見は なされ,美 神を失 った人 の子は ど う して生 きていけ るか。 ステ ィーヴン
は肩をゆす る不 確かな姿勢 をす るだけだ。 あ らゆ る価値が相対的 なもの とな
る"void…uncertitude…unlikelihood"の中で 主我主義 は人が逃げ込む
唯一 の城だ。 ステ ィーヴンの苦境を考え る時,彼 が しば しば示 すその傾 向を
認めてや りた くな る。 しか し絶対 的真理 を相対化 したのは一つの絶対に も う
一つ の絶対を対 立 させ たか らでは ない。純粋 に思惟 に よって絶対 的真理に達
し得 る とす る合理主義 に経験の立場か ら反対 した点に,懐 疑論 の真理性があ
る。人生に指針 を求め て,宗 教,歴 史,哲 学か ら心霊術 まであ らゆる知識を
詰め込め るだけ詰 め込 で,す べてが不確か になった ステ ィーヴンの頭をは っ
き りさせ るのは,案 外 目の前の小石か も知れ ない一・一:・一一あ るいは兵卒Carrの
拳骨 か も。
"Proteus"挿話 はこれ まで見 て きたステ
ィーヴンの問題のすべてが14頁
『ユ リシ ー ズ』 に お け る ス テ ィー ヴ ン ・デ ィー ダ ラス(永 原) (89)
に凝 集 されてい る。 ゴール ドバ ーグがステ ィーヴンの可能性が最 もよく読 み
く　の ち
とれ ると言 っている この章 を,少 し詳 しく検討 して主 と して最初の三章 に見
られ るステ ィーヴン ・デ ィーダラスを扱 った この小論を終 りにす る。
全体が 「意識の流れ」 の手法で書かれてい るこの章 は,普 通,し なやかな
観念連 合の見本 と して引用 され る。 しか し,そ れが実 に緊密 な劇的構成を持
ってい ることはあま り注 目され ていない。 この章 のHomer的 な比喩は千 変
万化す る海神 プロテ ウスで,ス テ ィーヴンはそ の真の姿,客 観的 な現実 を把
握す るために これ と格闘を演 じてい るのである。外的な現実 のあ らゆ る変化
はス テ ィーヴソの内的な現実 の変化 に伴 って起 きる。われわれは内 と外 との
関連 を読み とるこ とがで きるが,ス テ ィー ヴンは だいたい それに 気 づか な
い。彼が外 の世界 と内の世界 との関連性 を疑 っている ときで さえ,ジ 翼イス
はそれ を 強調 してい る。 一方 で 彼は変化 の原理や 感覚的現実の基本的 な る
実体を求めてい るのだが,他 方 で彼は時間的変様の中で 自我 の同一性 を求め
ているのだ。 したが って 彼は 自己中心的で,自 意識過剰 で,Mallarmeの
Hamletのように"lisantaulivredelui-m2me"(U.187)してい るよ うに
見 える。 彼は以前 と してegocentricで,自己 と環境 との関係は不安定 で,
衝動的であ るが,彼 は この章で どこよ りもアイロニーに富んでお り,自 分か
ら離れて対象 を観察 し,そ うす ることに よって外的現実を客観的に理解す る
能力に 自覚め は じめ ていることを示 している。官能を理想化 し,あ るいはそ
れをお と しめ る傾 向は依然 と して残 ってい るが,肉 体 と歴 史に対す る嫌悪 と
恐怖 があるに もかかわ らず,彼 は 自分が 肉体 を持ち歴 史的存在 である ことを
認 め出 している。 これは驚 くべ き認識で も人生の指針 とな る有益な教訓 で も
ないが,生 きて成長 してい くためには最 も基本的な ことだ。 ジ ョイスは常 に
他の追随 を許 さない複雑 な技法 と難解 な表 現 とで,人 生 の ごく当 り前 で最 も
基本的 な こと しか述べ ていなのであ る。
この章は ステ ィーヴンの 基本的 な対立の 一方の極 か ら始 まる。t`Ineluc-
tablemodalityofthevisible:atleastthatifnomore,thoughtthrough
aoT乃 θCla∬icalTem少er,P.158.
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myeyes・"この主我的な立場 は,彼 の心 の中でただちに,そ の否定 と客観
的な現実,彼 が 読 み 取 らなければ な らない"things"の存在 の 主張 と併
置 され る。 彼は この両極を往復す る。 目を閉 じて 客観的現実 を 抹殺 して,
"ineluctablemodalityoftheaudible"を発見 し
,目 を開けて客体 が主観
か ら独立 して実存 す ること再確認す る。"Thereallthetimewith・uty・u:
andevershall'be,worldwithoutend"(U.37).
冒頭の この二 つの立場 は統合 されない。そ の対立か らこの章 の緊 張が生 ま
れ る。ス テ ィーヴンは 目を開 きなが ら,持 続す る世界 と産 婆すなわち起源 と
出産,世 界を永続 させ る過程 の象徴を見 る。
詩 と人生 の出産 はステ ィーヴンが求めてい るもので ある。次の部分 で彼 は
自分の肉体 の出産 を考えて,"Creationfromnothing"(U.37)とい うこと
ばを加え る。 この文は神聖 な創造(exnihils)と奇形,理 想 と倒錯 とを対照
してい る。 ステ ィー ヴンは前者 を望む,聖 母 の ように霊 的な接触 に よって彼
の人生 と芸術 を懐妊す る ことを求めてい る。奇形や怪物を生 む肉交に対す る
嫌悪 は この章 のいた るところで述べ られ ている。怪物た らざる生 な どないの
に彼の中には罪 の原因を官能に由来す る とす る正統的な禁慾 主義が しみつ い
ている。 連想をた どって 彼は性 と罪か ら 自分の罪に よごれ た 出産 を思 う,
"madenotbegotten"
。 ステ ィー ヴンの官能 に対す る嫌悪 は肉交 の遇然を
超越す る"lexetePtna"(U.38)1'こよせ る信頼 に よっても軽減 され ない。 し
か し,こ の嫌悪 と恐怖 の中で ステ ィー ヴンは また,客 観的で,感 性的 な衝動
とあ らゆ る 肉 とあ らゆ る自然 とが 取 り去 られた 肉体が,真 実 で永遠 な肉体
と して認め られ るところでは,実 際の物質 す なわち感性 的な肉体的物質
一 も否定 され虚無的 なもの とな ることを察知 してい る。 ただ この盲 目的 な
官能をいかに処理す るかを知 らないのだ。彼 は性を常 に獣的 な もの とみ な し
てお としめ るか,そ うでなければ肉体的要素 を拭 い去 って理想化す る。
、
、
場景は変 り,ス テ ィーヴンは海風 を感 じ,海 を見 る。 彼の思考 は出産か ら
自分 の父へ移 り,叔 父へ と転 じる。 この長 い部分で ステ ィーヴンは アイル ラ
ン ドでの これ までのさまざまな生活を考 えている。彼がい ま訪 ね よ うか と思
『ユ リシ ー ズ』 に お け る ス テ ィー ヴ ン ・デ ィー ダ ラ ス(永 原) (91)
っている"UncleRichie",酒で身 をほろぽ し,借 金取 りの影 におびえる裁
判所 の書記の家を,ジ ョイスはアイルラン ドの一般的 な家庭 として描 いてい
るのだ。 かつ てステ ィーヴソが クロンゴーズ ・ウ ッ ドの裕福 な家庭 の子弟に
判事だ と見得を きった叔父の家には食べ るもの も腰を下 ろす椅子 さえない。
荒廃 と貧困 と空虚。 アイル ラン ド全体が"housesofdecay"(U・39)なの
だ。彼 は父の家の混乱に代 るもの と して,Swiftの厭世主義 と(ス ウ ィフ ト
が 司祭であ った ことか ら)彼 が受け入れ ていたか も知れ ない聖職者 の生活 を
考 える。 しか し実体(hypostasis)につ いての形 而上学的 ざれ ご と(聖 堂 の
両翼で同時に ミサが捧 げ られ た ら聖霊は どこにあ るのか)を 思い浮べ たあ と
で,ス テ ィー ヴン はDrydenが ス ウ ィフ トについて 言った こ とば を もじっ
て"CousinStephen,youwillneverbeasaint"(U.40)と自分に言
う。そ して彼は少年時代 のやむにや まれぬ情欲が 因では じめて教会 の教 えに
背むいた こ とや,そ れ に続 く一時 の熱狂的な信仰生活を思い出す。 こ うして
かつ ての さまざまな愚考 を反劉 してい る うちに,あ らゆ る思 い出の中で最 も
痛烈な文学の野望 に行 きつ く。
Booksyouweregoingtowritewithlettersfortitle._Remember
yourepiphaniesongreenovalleaves,deeplydeep....Someone
wastoreadthemthereafterafewthousandyears,amaha皿an-
vantara.PicodellaMirandolalike.Ay,verylikeawhale.When
onereadsthesestrangepapersofonelonggoneonefeelsthat
oneisatonewithonewhoonce._(U.40)
"Aeolus"の挿話でMchugh教 授 はAntisthenesを引 き合いに してステ
ィーヴンは他人に対 して辛辣 なのか 自分に対 して辛辣 なのか分 らない と言 う
が(U.148),この部分におけ る ステ ィーヴソの 非難 は両者に まった く公平
で ある。彼は教会 を嘲笑 し,自 分の少年時代 の恐怖 と性 欲を痛烈 に嘲笑 し,
彼の心を とらえた女性を嘲笑す る。だが 自分 を守 る ことも忘れていない。肉
欲 の罪の告発に 自然 の要求で答 えるのはマ リガンの ような官能主義者 の常套
手段で ないか。'"Whataboutwhat?Whatelsewe「etheyinvented
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for～"(U.40).同じよ うに 芸術にすべ てをかけ たはかない夢 とそれ を嘲笑
す るい ま引用 した 神秘的 で 象徴的 な 戯文は,ア イル ラン ドの 精神的麻痺 を
epiphanizeする この場 の海 岸風 景に よって 対置 され ている。 腰 まで 砂 に埋
もれた黒 ビールの空瓶,海 岸に ころが る空 うな"humanshells",物干綱 に
ぶ ら下 る"twocrucifiedshirts"(U・41)は,アイル ラン ドの精神的 ・肉
体的 な渇 きと,卑 俗化 した教会の宗教の表徴 であ る。
イカ ロスの翼を借 りて アイル ラン ド脱 出を試 み,そ れに あえな く失敗 した
ステ ィー ヴンの最近 の変身につ いては,当 然 なが ら,彼 は客観的ではい られ
ない。批判精神 も自ず とにぶ る。 彼は 自分 の失敗 は認め るが,そ の認識 は征
服 され ざる自尊心 に よって限界を もうけ られ ている。彼 の足 は とつぜ ん誇 ら
しげ な リズムを取 って砂 の畝 をつ き進む。最初 の計 画が もろ くも壊れ去 った
と して も,パ リはステ ィーヴンに とって まだ何 らか の価値 を もってい る。 し
か しまた パ リに亡命 した アイル ラン ドの革命家KevinEganの理想 のため
にすぺてを捨た"loveless,landless,wifeless"(U.43)の生活 が,
自分に とって 何 を意味す るか ステ ィー ヴンは 知 ってい る。 イーガンは英雄
主義 と亡命の 不毛 に 気 づかずに 過去 と幻想の中に 生 ている。"Theyhave
forgottenKevinEgan,nothetllem"(U.44).もはや ステ ィーヴンはイ
ーガンの二の舞を演 じるつ もりはない。か とい ってマ リガンが支配す る塔 の
奴隷生活に もどるつ も りもない。 ステ ィーヴンはすでに築 奪 された ものを寡
奪者に与え,自 分 の魂 と再 出発 しよ うとす る。
Hehasthekey,Iwillnotsleeptherewhenthisnightcomes_.
Takeall,keepal1.Mysoulwalkswithme,formofforms.(U.44)
彼 のエ ゴイステ ィクな孤立を追いかけ るよ うに潮が ステ ィー ヴンの足 もと
にせ まって くる。 彼 は岩 に登 りふ くれあが った 犬の死骸 と 砂に埋 った 船 を
見 る。砂地 は精神的荒廃の伝統 的象徴であるが,そ れの上 に描 かれ た風紋 は
自然 界の言語,悪 意に満て る神,"SirLout"(U.41)の玩具,す なわち歴
史であ る。一匹 の犬が現われ てステ ィーヴンをふ るえあが らせ る。彼はその
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犬を連れ るジプシーを先 に見た産婆,起 源 を現わす者 と取 り違え る。 そ して
ステ ィーヴソは この砂地に 上陸 した 八世 紀 と十一世紀 の ヴ ァイキングの こ
とを思 い浮べ,マ リガン を アイル ラソ ドを 寡奪す る侵入者 と同一視す る,
"whenMalachiworethecollorofgold"(U.45)。彼を 目がけて突進 して
くる犬は歴史上 の有象無象の笈奪者や王位借称者 につ いての彼の思考 と重 な
り合 う。 この場 の意義は きわめて多義的であ る。 マ リガンは纂 奪者で ある と
同時に英雄であ る,ス テ ィーヴンは どち らで もない。彼は犬を恐れ る。 こう
して彼 は 自分の犬 と水 に対す る恐怖を臆病 のせ いだ と考 え る。水泳 と溺 れた
男の思考は彼の恐怖 の源泉,"waters:bitterdeath:Iost"と彼 の罪に直
面 させ る。 ここでは行為 と不動,行 為に よって もた らされ る惨事 と不動が も
た らす罪 の意 識が対立 している。溺死者 は母の イ メージであるだけでな く,
あ とで ステ ィーヴンが 自分 もい っ しょに 溺 れ るだろ うと考え る妹Dillyの
,イメージで もあ る。彼 は 自分の家族 を助け る気にな らないのだか ら罪の意識
を持つの ももっともだ。
ジ プシーの出現 は官能を呼び さま し,官 能は ステ ィヴソに彼が人間の条件
を超え られ ない ことを思い知 らす。 この連想はそれに関連す る実に多 くの主
題を一つにす る。犬はい ま立ちあが り四つん這いにな り,狼 とな り子牛 とな
り山犬 とな って プロテ ウス的変身 を しなが ら動 き回 る。 波頭 は"heardof
seamorse"とな り,蛇 の ようにのた うって,自 然 その もの も変身す る。千変
万化す る犬 の姿 を本来のそれ に もどすのは犬 自身 のイ メージ,死 んだ犬であ
る。 犬は犬 の死骸を嗅 ぐ一``likeadog"・.この動物は人間 と一体 とな る,
``dogskull
,dogsniff,eyesontheground,movestoonegreatgoa1。
Ah,Poordogsbody"(u.46)。こ の 短 い 文 に は 複 雑 な 連 想 が あ る。 そ れ は
Deasy校長 の"allhistorymovestowardsonegreatgoal,themanifes-
tationofGod"を思 い 出 さ しめ,犬 と歴 史 を,神 と死 を 結 び つ け る 。 ま た
そ れ は ス テ ィー ヴ ン に 投 げ つ け られ た"Ahpoordogsbody"(u.6)と い
う マ リガ ン の こ とば と 重 な っ て,彼 の 目 の 前 に あ る 犬 の 死 体 が 彼 自身 の も
の で も あ る こ とを 意 味 す る。 彼 は マ リガ ン と 同 じ よ うな 王 位 潜 称 者 の 一 人
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であ り,高 々意識を持 て る 動物 にす ぎないのだ。 いずれは 母 と同 じよ うな
"beastlydead"(U・8)の運命 にあ る。 歴 史は まった く偉大な啓示 に向って
いた。それは神 は死 だ とい うこ とであ る。 しか し,そ の認識 に よってステ ィ
ーヴンは 自分 の外 にあ るもの とは じめ て一体化す る ことがで きたのだ。
"-Ta七ters!Outofthat,youmongrel"(U.46)とい うこの章唯一の ス
テ ィー ヴンの意識 以外 の声 で,犬 は死骸を離れ 砂に小便 をかけ て,ふ たたび
狐 と豹を思わせ る変身 を とげ る。狐は学校 でステ ィーヴンが生徒を悩 ませ た
謎の連 想で母 を思 い出さ しめ,豹 は彼が昨夜見た夢 へ導 く,"Thatmanled
me.,..Themelonhehadagainstmyface._In.Come.Redcarpet
spread.Youwillseewho"(U・47)。この夢 はス テ イ・…一ヴン と他者,す な
わちLeopoldBloom(彼は半分豹 なのだ)と 売春 宿での出会い とステ ィーヴ
ンの新 た な出発 を予告 してい る。 ジ プシ ー女 を見,聞 きなれ ない彼女 の言語
やそ の調子,そ して彼女 の血 の循環 について考 えている うちに,ス テ ィーヴ
ンはわれわれが"Aeolus"の章 で全文を読む ことにな る 彼のliebestoa-
"Oomb,allwombingtomb"(U.48)を思いつ く。 エ ゴイス トの死一
他者 との出会い一詩 の誕生 はステ ィーヴンの た どるべ き道程を暗示 してい る
よ うだが,実 は この詩はHydeのLoveSongsofConnaughtの中 一篇 の
一節 を改作 した ものであ り,そ こに盛 られた感情 は 自発的 な もの とは言いが
た い。彼は詩 を まとめなが ら宇宙の イメージを創造 し,自 分 の魂 と同 じイ メ
ージを外界に反映 しなが ら,神 にで もな ったつ もりでいる。 この主我 的な妄
想 は,ス テ ィーヴンにGeorgeBerkleyを思 い出 させ る。 バ ーク リーの主張
は,観 念 は観念を持 ってい る者 の外に存在 しない,し たが っていわゆ る物 と
はわれわれの表 象の 内にだけあるのみで,そ れ が存在す る ことは知覚 され て
い ることにほかな らない(esseestPercipi)と要 略 しえ よ う。 彼の議 論を論
駁す るためには,Dr.Johnsonがや った ように石に足 を思 いき りぶ っけてみ
れ ば よいのか も知れないが,わ れわれは客観 的な物体 との感性 的な接触 を失
うとき,対 象は抽象化 され個別性を失 うこ とを知 っている。 ステ ィーヴンが
そ の ヴェイルの 外 に連れ 出そ うとしている"She,she,she"はまった く観
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念 そ の も の で,い らだ た し く想 像 を あ お る だ け で,観 念 と し て の 一 般 性 を 持
つ だ け で な ん ら個 別 的 な 具 体 性 を そ な え て い な い 。"whatshe?"(U・48)。
彼 が 交 互 に 理 想 化 し,お と しめ て い る 妄 想 は 性 的 あ こが れ な の だ 。
彼 は 詩 を 書 き終 え て,岩 の 上 に 横 臥 し,し ば し情 緒 に ひ た る。 彼 は 自分 の
官 能 を 認 め て い る の だ 。"Hewatchedthroughpeacocktwitteringlashes
thesouthingsun.Iamcaughtintheburningscene.Paゴshour,
thefaunalnoon.Amonggumheavysurpentplants,milkoozingfruits,
whereonthetawnywatersleavesliewide.Painisfar"(U.49).
彼 は 母 に 歌 っ て 聞 か せ たYeatsの 詩 を 思 い 出 す が,肉 体 に ひ た りき っ て い
る 気 分 の 中 で 罪 悪 感 は な い 。 そ れ ど こ ろ か マ リガ ン と の 関 係 さ え 認 め る気 に
な っ て い る 。"Wilde'slovethatdarenotspeakitsname.且enow
wi111eaveme・"ステ ィー ヴ ン は マ リガ ソ も 自分 も 責 る気 に な れ な い,た
だ 自分 の す べ て を 受 け い れ られ る こ とを 望 む だ け だ,"aUornotatall"
(U・49)。彼 は ま る で 自分 の 思 考 を しめ く く る よ うに 放 尿 す る 。
海 水 と海 草 と小 水 は 彼 の 眼 前 で 自然 の 永 遠 回 帰 の 姿 を 展 開 す る 。 彼 は 揺 れ
動 く海 を 見,潮 が 話 す 声 を 聞 く。 神 秘 的 な 月 一 女 性 に ひ か れ て海 水 は け だ
る げ な 循 環 運 動 を い つ ま で も 繰 返 しな が ら,漂 い,さ さ や き 続 け る。 永 遠
回 帰 は 一 つ の 不 死 で あ る が,そ れ は 個 体 の 死 を あ らわ す 。 これ は 悲 しい 真
実 だ が,真 実 な の だ 。 波 の 中 に は 溺 死 した 男,ス テ ィー ヴ ソ 自身 が い る 。
LycidasとTheTemPestの詩 句 で 導 入 さ れ た 彼 は 海 に 捨 て られ,物 質 的 な
変 様 の サ イ クル に の み 込 まれ て い る 。 形 象 か ら 形 象 へ と 無 限 の 変 化 の 過 程
を へ て,人 生 そ の も の が 死 に 至 る 永 遠 の 継 続 的 形 式,無 へ の 巡 礼 で あ る と
彼 は 悟 る。"Godbecomesmanbecomesfishbecomesbarnaclegoose
becomesfeatherbedmountain.DeadbreathsIlivingbreathe,tread
deaddust,devou「au「inousoffalfromalldead"(U・50).人は 現 実 に
自己 を 投 入 し,現 実 に の み 込 まれ,は じめ て 現 実 を 知 る よ うに な る の だ 。 こ.
れ は け して 消 極 的 な 真 理 で は な い,精 神 の 死 と 同 義 で も な い 。 人 は 生 を 選 ぶ
た め に 死 を 受 け 入 れ な け れ ば な らな い 。 この こ と を 考 え な が ら彼 は トネ リ コ
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の ス テ ッ キ を 取 っ て"eveninglands"(U.50)へ,彼 の 内 と外 とに 訪 れ る
夕 闇 へ 歩 き だ す 一レ オ ポ ル ド ・ブ ル ー ムに 会 うた め に 。
